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麻黄湯の ヒ ト脳高次機能と循環器系へ の 作用 （第 2報）
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【緒 言】我 々 は麻黄湯 ， 真武湯 ， 人参湯 ， 四 逆散 ， 桂枝湯 ， 四 物湯を根幹 6 処方 と して ，

視覚誘発電位（VEP ），随伴陰性変動（CNV ）及び循環動態に対す る 影響等 を検討 し て き た

が，中で も麻黄湯 は循環動態を興奮 さ せ る作用が あ り ， CNV 面積 の 低 ド，
　 VEP 潜時 の 延

長等の 効果が 観察 され た 。 ま た，麻黄湯は麻黄が 配合 され る処方 の 基本 とな る と考え られ

る の で ， 今回 ， 更 に麻黄湯
一

抜 き処方 の 作用及び麻黄湯 の 構成生 薬で あ る麻黄 ， 桂枝 ， 杏

仁，甘草を単独投 与する場合 ， 上記各 パ ラ メ ータ へ の影響 を検討 した 。

【対象 と方法】健常成人男性 8名を対象 と して ，各被検者 に麻黄湯構成生薬 を 単独 で ブ ラ

イ ン ドに よ り服用 させ た 。 各生薬 の服用 と測定は少 な くと も三 日以上あけ て 行 っ た 。 VE

Pは主 に P100の 潜時と振幅を，　 CNV は予告刺激後400−1000msec間 の エ リア 面積を，循環

動態 は血圧，心拍数，心拍出量等 を比較検討 した 。 デ ータ解析は キ ッ セ イ コ ム テ ッ ク社 の

Eplyzerを 用 い ， 統計 解 析 に は各 生薬 の 経 時 的差 を 見 る た め ，　 Two −way 　 Repeated

Measures 　 ANOVA を 用 い た 。

【結果】麻黄は収縮期血圧，心拍数 i 心拍出量を増加 させ ，総末梢抵抗を減少させ る効果

が 観察 さ れ，桂皮は軽度の 血圧 の 降
．
ド傾向が 観察 さ れ た 。 杏仁 に は明 ら か な変化が み ら れ

な か っ た。CNV に 関 して は，麻黄 と桂枝は 早 期 に 増加 した 後，減 少 し た こ と が 観 察 され

た 。 桂枝 は麻黄 の 変化 よ り小 さ か っ た
。 甘草 ， 杏仁 は

一
過 的 CNV 面積 の 減少効果 が 見 ら

れた 。
VEP で は ， 麻黄，桂皮は潜時 の 延 長傾向が 見 られ た が

， 杏 仁 ， 目草 は潜時短 縮傾

向が観察 された 。

【考察 と結論】麻黄の 循環動態 へ の 興奮作用が観察 され た 。 麻黄湯及 び麻黄湯
．…

抜 き処方

の 去桂皮 の 場合で も同様な効果が得 られ た こ とか ら， 麻黄湯 の 循環動態 へ の 作用は主 に麻

黄に よ る もの と考え られた 。 VEP ，
　 CNV に お い て は ， 全般的に麻黄 ， 桂皮 と杏仁 ， 甘草

が相互 捕助 し， 麻黄湯全体の 薬理 作用が程よ い強 さ で コ ン ト ロ ール され た もの と推測で き

た 。 麻黄湯は別名還魂湯 と呼ばれ ， 中枢へ の 賦活作用が期待 され て い る。
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